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「ほろんの森活用の考え方」 

１ 趣旨 

幼児期は生涯にわたる人間形成の基礎を養う時期です。身近な人や周囲の物、自然などの環境とかかわ

り、興味・関心の対象を広げ、子ども同士で遊ぶことを通じ、豊かな想像力を育むとともに、自分と違う他者の

存在や視点に気づき、相手の気持ちになって考えたり、時には葛藤を覚えたりする中で自分の感情や意志

を表現しながら共同的な学びを通じ、十分な自己の発揮と他者の受容を経験していきます。こうした体験を

通じ道徳性や社会性の基盤が育まれています。（文科省ＨＰより引用） 

   しかし、近年の幼児期における育ちについては、「基本的な生活習慣や態度が身に付いていない」、「他

者との関わりが苦手」、「自尊心や耐性」、「基本意識が十分に育っていない」、「運動能力が低下している」と

いった課題が指摘されています。※1
 

その理由の一つとして、科学技術の発展により生活全体が便利になったことが挙げられています。必ずし

も高い体力や多くの運動量を必要としなくなっており、体を動かす機会、家事手伝いの機会の減少に繋がっ

ています。更に、社会環境や人々の生活様式の大きな変化に伴い、子どもの遊ぶ機会や仲間と触れ合う時

間が減少している現状があります。このような社会の変化は幼児に対しても同様の影響を与え、多種多様な

動きの獲得や体力・運動能力に影響していると言われています。※2 

上士幌町においても同様に、町の総面積のうち７６％が森林であるのに関わらず、子どもたちが自ら身近

に自然と触れ合い、体験活動ができる場が少なく、原体験※3 活動や直接体験の機会の減少に繋がっていま

す。また、両親の就労や安全性の問題から体を動かして遊ぶ機会や仲間の減少が見られています。 

さらに、全国体力・運動能力・運動習慣等調査における小学５年生の結果では、平成２０年と平成３０年の

体力合計点の比較において約４ポイントの低下が見られており、児童の体力の低下や運動機会の減少が影

響していることが考えられます。 

以上のことから国の方針として、幼児期に「幼児期に獲得しておきたい基本的な動き（３６の動き）※4」、「幼

児期の終わりまでに育ってほしい姿（１０の姿）※4」、「人間力の向上」等の取り組み強化が求められています。

当園としても、子どもたちの主体的な遊びを通して姿勢の保持や運動能力の向上、社会情動的スキル（感情

のコントロール）の向上に取り組んでいます。自然を通した原体験ができる遊び場「ほろんの森」を積極的に

活用し、子どもたちが主体的に身体を動かす機会を設けています。本町の教育方針や子ども教育ビジョンに

基づき、幼児教育の根底である「主体的な体験遊び」を通して、体を使って遊ぶ楽しさや心地よさ等を味わい、

体力、運動能力、運動習慣、体験活動、社会情動的スキル等の向上を目指して、子どもの実態にあった環

境を整えていくために、「ほろんの森あそびライフ」を作成しました。 

 

※１子どもを取り巻く環境の変化を踏まえた今後の幼児教育の方向性 文部科学省より抜粋 

※２運動指針策定の意義 文部科学省より一部抜粋 

※３原体験＝人の思想が固まる前の経験で、以後の思想形成に大きな影響を与えたもの。 

※４幼児期に獲得しておきたい基本的な動き（３６の動き）、幼児期の終わりまでに育ってほしい姿（１０の姿） 

参考資料参照 
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２ 目的、目的毎の基本的な考え方 

子どもの主体的な活動を基本として、次の５つの力を身に付けることを目的としています。 

（１）主体性や自己肯定感を育む 

自ら判断し挑戦してできた成功体験や失敗体験を通して状況判断力、前に進む能力を培います。 

（２）意欲、興味関心や社会性を育む 

水や泥を使った遊び等を通して新たな遊びを生み出す力、他者理解、コミュニケーション能力、社会情

動的スキル等人間力の向上を目指します。 

（３）なぜ・どうして・わかったを育む 

鳥や虫の鳴き声や自然現象に対する好奇心・探求心・深い理解、予測能力を育みます。 

（４）手先の感触や調整力、器用さ、創造性を育む 

自然物を使った製作遊び等を通し、色・形の面白さや季節・文化に触れながら、豊かな感性や創造力を

培います。 

（５）機敏で身のこなしの良い身体と体力を育む  

石垣登り・木登り等を通して、体を動かす楽しさ、感動、心地よさを味わいながら、思いきり伸び伸びと体     

を動かし、思い通りに体を動かす力やすばやい方向転換等ができる力の習得を目指します。 

 

３ 保育教諭の姿勢 

（１）子どもの遊びを見守る 

怪我の恐れがある場合は、リスク、ハザードを判断し、適切な距離で見守ります。 

 子どもの気づきや変化に共感することを多くし、答えや指示は少なくします。また、「危ない」「ダメ」「汚

い」等の否定的な言葉を禁止用語とします。 

例：石垣登りで落ちても手が伸ばせて支えられる距離に立つ、川づくりや木の実とり等、子どもたちが主体

的に試行錯誤を行えるように声をかける。 

（２）子どもたちの「やりたい」「やってみよう」を叶える 

なぜ・どうして・こうなのかも・ちがった・わかった・あっていた、やりたい、不思議に感じたり、わくわくド    

キドキしたり、やってみたくなる気持ちを受け止め時には一緒に考えます。 

例：花が咲いた、匂いを嗅いでみる、色が出た、色水をしてみる、それらを製作に使う、今までの遊びに憧

れ真似て遊びに取り入れる。 

（３）子ども同士の気付きや対話を大切にする 

子どもたちの気付きや疑問を大切に、考えてやってみる機会を設けます。 

例：泥団子を固くするにはどうしたら良いか。土選びや力の入れ方など自分たちで試行錯誤が行えるよう 

促す。 

  川づくりは、どうしたら繋がるか、どうしたらうまくできるか、話し合いながら達成できるよう促す。 

   （４）保育教諭も一緒に遊びを作りあげる 

興味がわかない、難しいからやらない、汚いからやらない、否定的な考え方を保育教諭が起点となり、

やり方がわかるとできた、汚れてもいい、気持ちいいなど肯定的な考え方になるようにする。 

例：水遊びや泥遊びがあまり好きではない子が、保育教諭と一緒に池に足を入れてみたり、泥に触れる機

会を設けることで少しずつ慣れ、水遊びや泥遊びを楽しめるように促す。
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４ 環境整備   

（１）環境構成 

ア  子どもたちが主体的に活動、モノ、人に関わって成長発達が促されるようにします。 

イ  子どもたちが遊びに必要なものを予測し、用具を準備します。 

（２）安全点検 

      ア 毎週月曜日に遊具点検を実施します。 

イ 子どもたちと活動しながら安全を確認します。 

ウ 定期的に職員で行うほか、PCTA※と共に行います。 

 

※PCTA＝Parent Community Teacher Association の略  

 

（３）リスクとハザードの管理 

回避能力に個人差があること、必要な運動能力、危険に対する予知能力に差があることに留意します。 

子ども自身が判断できる危険性（リスク）と判断できない危険性（ハザード）を見極めて対応します。 

※リスク⇒子どもが危険を予測し対処、判断できる遊び。 

※ハザード⇒子どもが危険を予測し対処、判断できない遊び。 

 

 ５ その他  

ほろんの森の有効活用するため、園内における合意形成をとり、環境整備（新設、補修含）に努め、 

子どもたちの教育環境の充実を図ります。 
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施設紹介・あそびガイド 
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ほろんの森マップ 
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（例）じゃぶじゃぶ池 

子どもの遊びから見られた、幼児

期に獲得しておきたい基本的な

３６の動きを示しています。 

（３６の動きについて P.7） 

子どもの遊ぶ様子から 

「遊び込み・主体性・ゆったり 

・ダイナミック」の視点で評価

しています。 

 

・遊びから生まれる子どもの姿、

事象や期待できる効果などを示

しています。 

 

遊び込み度    ★★★★☆ 

主体性度     ★★★★☆ 

ゆったり度    ★★★☆☆ 

ダイナミック度  ★★★☆☆ 

あそびガイドの見方 
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・姿勢の変化や安定性を伴う９つの動作 

「平衡系運動」…姿勢変化や平衡系維持の運動。 

 

・重心の移動を伴う９つの動作 

「移動系動作」…上下・水平方向の移動や回転運動。 

 

・人や物を操作する１８の動作 

「操作系動作」…物や自分以外の他者を扱う運動。 

 

 

  

幼児の場合、自発的な様々な遊びを通して、１つ１つの動きを意識するのではなく、 

多様な動きが含まれる遊びをバリエーション豊かに楽しめるような工夫が必要です。

 

幼児期に獲得しておきたい基本的な３６の動き 

自発的に様々な遊びを体験し、多様な動きを獲得できるようになります。

１つ１つの動きを意識するのではなく、多様な動きが含まれる遊びをバリ

エーション豊かに楽しめるような工夫が必要です。 
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①じゃぶじゃぶ池 

・地下水の冷たさを感じながら、渡ったり、

水をかけあったり、全身を使いワクワクする

水遊びが楽しめる。 

・水の流れや水面に浮く沈む、重い軽い等浮

力、重量について関心が持てる。 

・鳥やアメンボ、トンボ等水に関わる生物を

観察し、生命の尊重につながる。 

 

②ポンプ小屋 

・言葉による伝え合いや対話を通し、水を出す

子、貰う子、運ぶ子等の役割分担や協同性につ

ながる。 

・水量を必要な場所に必要なだけ供給できる

判断力や調整力を育む。 

 

遊び込み度    ★★★★☆ 

主体性度     ★★★★☆ 

ゆったり度    ★★★☆☆ 

ダイナミック度  ★★★★★ 

遊び込み度    ★★★★☆ 

主体性度     ★★★☆☆ 

ゆったり度    ★☆☆☆☆ 

ダイナミック度  ★★★★★ 
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③ほろんの丘 

・坂道の上り下りをすることで基礎代謝や下

半身の筋力を高める。  

・モノを持ちバランスを保ちながら坂道を上

り下りすることで協調運動が養われる。 

・転がるモノの大きさ、重さ、形の違いで、

速さ、距離が変化することに興味を持つ。  

④一本橋 

・バランスをとって歩くことに加え、高さがあ 

る中で、乗る・降りる・ジャンプを楽しめる。 

・歩くことが不安定な状態の中で、ドキドキ

しながらチャレンジし、「できる、できない、

できそう」等葛藤を通して判断力を育む。 

 

バランス 高さ 恐怖 挑戦 意欲 応援 

遊び込み度    ★★★★☆ 

主体性度     ★★★☆☆ 

ゆったり度    ★★☆☆☆ 

ダイナミック度  ★★★☆☆ 

遊び込み度    ★★★☆☆ 

主体性度     ★★★★★ 

ゆったり度    ★☆☆☆☆ 

ダイナミック度  ★★☆☆☆ 
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⑤すべり台 

・加速度やスピード等の感覚を満たし、草木

の中を滑り抜ける爽快感を味わえる。 

・水・土・モノを滑らせてモノの性質に興味

を持つ。 

・斜面をよじ登ることで脚の踏ん張る力や両

腕の捕まる力などの筋力を高めることがで

きる。 

 

⑥網はしご 

・不安定なはしごの上を四つ這いで移動する

ことで体幹安定性、手足の協調運動を促す。 

・一本橋と比べるとハードルは低いが、不安定

な状態の中で、ドキドキしながらチャレンジ

し、できる、できない、できそう等葛藤を通し

て判断力を育む。 

遊び込み度    ★★☆☆☆ 

主体性度     ★★☆☆☆ 

ゆったり度    ★☆☆☆☆ 

ダイナミック度  ★★☆☆☆ 

遊び込み度    ★★☆☆☆ 

主体性度     ★★★★☆ 

ゆったり度    ★☆☆☆☆ 

ダイナミック度  ★★★☆☆ 
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⑦立体砂場 

・感覚を刺激して遊ぶことで手先の感覚や運

動能力を伸ばし、集中力や創造力を育む。 

・他の砂との性質の違いを知り、泥団子、う

つわ等を作ったり、乾かしたり、火を通した

りと遊びが展開されていく。 

 

⑧忍者小屋 

・ルートを試行錯誤しながら登ることで自然と思

考力、判断力が身につく。 

・バランスを取りながら、イメージしたように体を

動かすことで、全身のバランスや深層筋、ボディー

イメージを育む。 

・やり抜く力、乗り越える力、立ちむかう力、悔し

さ、回復力等の非認知能力を育み、生きる力の土台

になる。 

・風や日の暖かさを感じ、五感が刺激され研ぎ澄ま

されていく。 

遊び込み度    ★★★★☆ 

主体性度     ★★★★☆ 

ゆったり度    ★★★★☆ 

ダイナミック度  ★★★☆☆ 

遊び込み度    ★★★★★ 

主体性度     ★★★★★ 

ゆったり度    ★★★★☆ 

ダイナミック度  ★★★★★ 
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⑨ハンモック 

・心地よい揺れは、自然とニコニコ笑顔を引

き出す。また、触覚、前庭感覚等感覚統合を

促し、興奮を抑え、心を落ち着かせる効果に

より、コミュニケーション能力などの向上に

も繋がる。 

 

⑩秘密基地 

・狭く暗い場所にはいることで、すこしドキド

キした雰囲気が自分たちだけの遊びの世界を

作り上げる。また、集団から離れて心を落ち着

かせる場所にもなっている。 

・友だちとの見立て、つもり、ごっこ遊びを通

して、豊かな表現と感性を育む。 

・誰でも気軽に跳ぶことへの挑戦ができる。 

 

遊び込み度    ★☆☆☆☆ 

主体性度     ★★☆☆☆ 

ゆったり度    ★★★★★ 

ダイナミック度  ★☆☆☆☆ 

遊び込み度    ★★☆☆☆ 

主体性度     ★★★☆☆ 

ゆったり度    ★★★☆☆ 

ダイナミック度  ★★★☆☆ 
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遊び込み度    ★★☆☆☆ 

主体性度     ★★☆☆☆ 

ゆったり度    ★★★★★ 

ダイナミック度  ☆☆☆☆☆ 

⑪ひだまり広場 
・手先、足で感触を楽しみながら、握る、なぞる

等微細運動能力を高める。 

・乾いた、濡れた等状態変化に気が付いたり、天

候や季節との関わりに興味を持つ。 

・焚火を通して火の危険さ、取り扱い、利便性、

モノが燃える現象等に興味を持つ。 

・見立て、つもり、ごっこ遊び、水路作り等先を

想像することでワクワクしながら協力して作り

上げる楽しさ等達成感を味わう。 

⑫ひだまり小屋 

・ニコニコしながら陽の暖かさを感じ、安心し

て心を休息したり、次の遊びを探る起点となる

場所。 

・草木、水、泥等自然物や自然現象を使った製

作活動を通して、見立て、つもり、ごっこ遊び       

ができる場。 

 

遊び込み度    ★★★★☆ 

主体性度     ★★★☆☆ 

ゆったり度    ★★★★★ 

ダイナミック度  ★★★☆☆ 
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⑬切り株渡り 

・高さ、幅、を自ら判断し、不安定さの中で、

バランスを保ちながら片足立ちで渡ることで

深層筋や体幹安定性、姿勢調整機能を高める。 

・落ちるか、落ちないかドキドキ感を味わい

ながら挑戦意欲を高める。 

遊び込み度    ★★☆☆☆ 

主体性度     ★★☆☆☆ 

ゆったり度    ★★★★★ 

ダイナミック度  ★★☆☆☆ 
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サーキットコース 

 

 

🐄ぬかびらコース 

 

 

 

 

 

切り株渡り    →   すべり台 

 

🐄タウシュベツコース 

 

 

 

 

 

ほろんの丘    →   すべり台     →   網はしご   →     切り株渡り 

 

🐄ナイタイコース 

 

 

 

 

 

 

網はしご    →    一本橋 

 

サーキットコース 

 

木の本数でコースの 

難易度を表しています。 
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🐄三国峠コース 

 

 

 

 

 

すべり台   →    ほろんの丘   →    木登り 

 

🐄ウペペサンケ山コース 

 

 

 

 

 

 

立体砂場    →   切り株渡り    →    滑り台   →    石垣登り  

 

 

🐄石狩岳コース 

 

 

 

 

 

 

石垣登り    → 小屋の真ん中から登る → ロープで降りる 

 

 

🐄二ぺソツ山コース 

 

 

 

 

 

 

ロープから登る →  小屋の真ん中から登る →  ロープで降りる  →  石垣から降りる 

 

 

 

 



 

17 

 

 

 

 

 

 

 

実践報告 

（ポートフォリオ） 
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学校教育全体では「知識及び技能」「思考力、判断力、表現力」「学びに向かう力、人間性」を育んで

います。幼児教育では、その基礎となる三つの柱を育成しています。 

 

・知識及び技能の基礎 

豊かな体験を通じて、感じたり、気付いたり、分かったり、出来るようになったりする。 

 

・思考力、判断力、表現力などの基礎 

気付いたことや、できるようになったことなどを使い、考えたり、試したり、工夫したり、表現し

たりする。 

 

・学びに向かう力、人間性 

心情、意欲、態度が育つ中で、より良い生活を営もうとする。 

 

 到達するべきあるいはさせるべき目標ではなく、あくまでも「育ってほしい」という保育者側の願

いです。10 の姿は一つひとつに分けて考えるのではなく、子どもが主体的な遊びを通して、総合的に

身につけていくものです。同じ活動をしていてもすべての子どもが同じように育つものではありませ

ん。保育者は、発達していく方向性を意識して子どもたちにどのような力が育っているのか、あるいは

育ちきっていないのかを捉え、日々の活動の積み重ねが大切です。 

幼児期の終わりまでに育ってほしい１０の姿 
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『 こわい気持ちを乗り越えて 』 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

36の動き 

 

 

 

 

 ６月初旬、暖かい日が差す絶好の戸外遊び日和。休園期間中にほろんの森に完成した一本橋

に挑戦する子どもたちの姿がありました。大人でも足がすくむほどの高さの一本橋を前に、

「たかいなぁ・・・こわいよ・・・」とドキドキと不安な気持ちが子どもたちの行く手を阻み

ます。そんな中、４歳児の女の子２人が一本橋に挑戦しました。「せんせい、みててね！」と

勇気を出して進み始めます。途中には段差があり、どうやって渡ろうか立ち止まりながら考

え、みんなの応援を背に難関をクリアしていきます。そしてついに・・・「わたれた！」と満

面の笑みを浮かべ、先生に写真を撮ってもらう姿がありました。できるかできないか、怖いけ

ど自分の力でやってみたい、ドキドキの瞬間が子どもたちの思いや身体を大きく、逞しく成

長させてくれるのでしょうね。ドキドキワクワクするような日々を、かわいい子どもたちと

ともに作って行きたいと思います。 

 

 

健康な 

心と体 
自立心 協同性 

道徳性・ 

規範意識の

芽生え 

社会生活と

の関わり 

思考力の

芽生え 

自然との 

関わり・ 

生命尊重 

数量・図形、

文字等への

関心・感覚 

言葉による

伝え合い 

豊かな感性

と表現 

・・ 

保育教諭の願いと園の目標 

・戸外で自然に触れながら元気に身体を動かして遊ぶ。 
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『 落ちた先は・・・ 』 
 

 

 

 

 

 

 

・ほろんの森で友だちと水遊びを楽しむ。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月の初旬、雲一つない青空が広がった日のことです。一本橋に続き休園期間中に丘の上に

完成した（登っても良い）すべり台でウォータースライダーを楽しむ子どもたち。友だちに出

してもらった井戸水を一生懸命バケツで運び、すべり台に流します。その勢いにのって子ども

たちが滑り落ちたその先は・・・びしゃびしゃな泥んこ！泥で汚れることはおかまいなし！と

言わんばかりにいろいろな表情を浮かべながら次々と滑っていきます。子どもたちの楽しさに

満ちた歓声が響き渡っていました。子どもたちだけで誰が井戸水を出すか、誰がそれを運びす

べり台に流すか、誰が滑るのかなどの役割を決め、一人ひとりがその役割を果たし遊びが成り

立っていました。『ウォータースライダー』を知らなくても、遊びの中で作り出せる子どもたち

の知恵と頑張りはとても素敵ですね。大きくなってから、当時は知らなかった『ウォータース

ライダー』を思い出す日が来るかもしれません。 

健康な 

心と体 
自立心 協同性 

道徳性・ 

規範意識の

芽生え 

社会生活と

の関わり 

思考力の

芽生え 

自然との 

関わり・ 

生命尊重 

数量・図形、

文字等への

関心・感覚 

言葉による

伝え合い 

豊かな感性

と表現 

保育教諭の願いと園の目標 
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『 せっせと運びたい 』 
 

 

 

 

 

 

  

 

 ・季節の移り変わりを感じながら遊びを楽しむ。  

・試行錯誤しながら水遊びを楽しむ。 

 

 

 

 

 

 

健康な 

心と体 
自立心 協同性 

道徳性・ 

規範意識の

芽生え 

社会生活と

の関わり 

思考力の

芽生え 

自然との 

関わり・ 

生命尊重 

数量・図形、

文字等への

関心・感覚 

言葉による

伝え合い 

豊かな感性

と表現 

保育教諭の願いと園の目標 

ポンプ小屋とほろんの丘をワイヤーでつなぎ、滑車で水を運べるよ

うになりました。初めは、友だちと考えながら上手く運べずに諦めた

り、また挑戦したり。 

何度か挑戦しているうちにコツを掴んでスムーズに運べるようになり

ました。今後の展開に期待です！ 
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『 忍者遊び～ゆり忍者ほろんの森へ行く～ 』 
 

 

 

 

 

 

 

 ・友だちや保育教諭と忍者になって遊びを楽しむ。 

 ・ほろんの森で身体を動かして遊ぶ楽しさを感じる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健康な 

心と体 
自立心 協同性 

道徳性・ 

規範意識の

芽生え 

社会生活と

の関わり 

思考力の

芽生え 

自然との 

関わり・ 

生命尊重 

数量・図形、

文字等への

関心・感覚 

言葉による

伝え合い 

豊かな感性

と表現 

保育教諭の願いと園の目標 

 片足バランスできるかな？ 

 

 
石垣登りにチャレンジ！ 

どこから登ろうかな…？ 

 
忍法！丸太渡り 

落ちないように渡れるかな？ 

ゆり組の子どもたちがほろんの森で忍者遊びを楽しみました。 

忍者バッチをつけて忍者に変身！切り株渡り、丸太渡り 

丸太小屋、石垣登りのコースにチャレンジしました。 

初めてする遊びもありましたが、友だちがしている様子を見て 

「私ものぼりたい！」「やってみたい！」と苦戦しながらも 

何度も挑戦する姿が見られました。 
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『 思いついちゃった！ 』 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健康な 

心と体 
自立心 協同性 

道徳性・ 

規範意識の

芽生え 

社会生活と

の関わり 

思考力の

芽生え 

自然との 

関わり・ 

生命尊重 

数量・図形、

文字等への

関心・感覚 

言葉による

伝え合い 

豊かな感性

と表現 

保育教諭の願いと園の目標 

・追求心を持って意欲的に何事も取り組む中で 

新な発見や学びに繋がる。 

私も降りてみたいなぁ 

（でもこわいなぁ・・・） 

①  

② 

③ 

 

やってみよう！ 

よいしょ 

よいしょ 

 友だちが縄を使って降りる姿を見て、挑戦したい気持ちになったよ

うです。そのまま降りるのは怖いと感じ、忍者小屋から縄を引っ張って

きて、お腹に巻き付け縛っていました。「こうしたら怖くないかも！」

と自分なりに下り方を考えてと挑戦する姿がありました。 

挑戦の結果、①側からは降りることが出来ませんでしたが、③側の少

し低い所からジャンプして降りることが出来ました。女の子にとって

今回の挑戦が成功体験となり、とっても満足そうに「また、明日もやっ

てみる！」と宣言していました。 
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『 あきらめない気持ち 』 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

健康な 

心と体 
自立心 協同性 

道徳性・ 

規範意識の

芽生え 

社会生活と

の関わり 

思考力の

芽生え 

自然との 

関わり・ 

生命尊重 

数量・図形、

文字等への

関心・感覚 

言葉による

伝え合い 

豊かな感性

と表現 

保育教諭の願いと園の目標 

・あきらめずに取り組む。 

・役に立つ喜びを味わう。 

 ホースが蛇口から外れてしまい水が出ないと困っている友だちを見て、１人の男の子がホ

ースを繋ぎ直してあげようとしているのですが、蛇口からはすごい勢いで水が出ています！

ホースを繋げようと一生懸命頑張りますが、水が自分の顔にかかってしまいなかなか繋がり

ません。すると、年長組のお兄さんが、「水を止めてからホースを繋げるんだよ」と教えてく

れ無事にホースを繋ぐことができました！ 

 顔も服もびしょ濡れになりながら、何度も何度も諦めることなく友だちのためにホースを

繋げようとする真剣なその姿はとてもかっこよく輝いていました！最後は友だちからも先生

からも拍手が起こりました。 

 子どもたち同士で助け合い、教え合い、大きな学びとなった素敵な瞬間でした。 
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『 寒さも忘れて…⛄ 』 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健康な 

心と体 
自立心 協同性 

道徳性・ 

規範意識の

芽生え 

社会生活と

の関わり 

思考力の

芽生え 

自然との 

関わり・ 

生命尊重 

数量・図形、

文字等への

関心・感覚 

言葉による

伝え合い 

豊かな感性

と表現 

保育教諭の願いと園の目標 

・季節に合わせた様々な遊び方を知ってほしい。 

スノーキャンドル作りを行いました。 

「雪をもっと固めるにはどうしたらいい？」と聞かれ、 

上に乗り始めた男の子。飛び跳ねてギュッギュと鳴る音を楽しみなが

ら製作に取り組むことが出来ました。 

暗くなった頃にライトアップ。幻想的な光景に子どもたちは大喜び！ 

「これ、僕が作ったんだよ！」と得意げに教えてくれました。 

 

わっせ！ 

わっせ！ 
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『 転んでも転んでも 』 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健康な 

心と体 
自立心 協同性 

道徳性・ 

規範意識

の芽生え 

社会生活と

の関わり 

思考力の

芽生え 

自然との 

関わり・ 

生命尊重 

数量・図形、

文字等への

関心・感覚 

言葉による

伝え合い 

豊かな感性

と表現 

保育教諭の願いと園の目標 

もう一回

やる！ 一本橋にチャレンジする男の子。立って渡ろうとするも 

恐怖心からリタイア。座ってみたり這いつくばってみたり 

工夫をしますが、あともう少しの所で落下！ 

「怖い！もうやらない！」とどこかへ行ってしまいましたが、 

戻ってきて再度チャレンジ！次はお父さんに「手を繋いで！」と 

頼みます。この日は渡りきることは出来ませんでしたが、「また

練習する！」と男の子。 

男の子が渡りきれるように見守っていきたいと思います。 

・諦めず何度もチャレンジしてほしい。 
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『 じぶんのちからで 』 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

冬のほろんの森での一場面。 

親子で一緒に楽しめる『親子で遊ぼう！ほろんあそびＰａｒｋ』に 

お父さんと一緒に参加してくれた男の子。スノーキャンドルを作るため、 

水を混ぜた重たい雪をバケツいっぱいに詰めて・・・ 

最後はスノーキャンドルを飾るために森の外まで運びます。 

近くには力持ちのお父さんがいるけれど・・・「おもい・・・」と 

言いながらも最後まで自分の力でなんとかバケツを運びきりました。 

最後まで自分の力でやり抜いた男の子。その姿を見守ってくれたお父さん。 

完成したスノーキャンドルもより輝いて見えたかもしれませんね。 

 

    

 

 
 

 

健康な 

心と体 
自立心 協同性 

道徳性・ 

規範意識の

芽生え 

社会生活と

の関わり 

思考力の

芽生え 

自然との 

関わり・ 

生命尊重 

数量・図形、

文字等への

関心・感覚 

言葉による

伝え合い 

豊かな感性

と表現 

保育教諭の願いと園の目標 

お、おもい～・・・ 

 
 

 
 

 
 

・最後まであきらめずに取り組む。 
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『 なんだか挑戦したくなる 』 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

冬のほろんの森は夏に比べて、またひと味違います。 

なんとなんと・・・！難易度がパワーアップ！！いつもはあまり滑らない滑り台が 

とってもすべる！滑り台に大変身！！それでも子どもたちは挑戦したくなるようで、 

何度も何度も滑り落ちてはまた立ち上がって登ろうとしています。 

“どうやったら登れるかな”登っているうちに色々考えて工夫している真剣な姿。 

子どもが遊びの中で学んでいる素敵な瞬間でした。 

  
 

健康な 

心と体 
自立心 協同性 

道徳性・ 

規範意識の

芽生え 

社会生活と

の関わり 

思考力の

芽生え 

自然との 

関わり・ 

生命尊重 

数量・図形、

文字等への

関心・感覚 

言葉による

伝え合い 

豊かな感性

と表現 

保育教諭の願いと園の目標 
よいしょ、よいしょ・・・ 

・全身を使って色々なことに挑戦してみる。 

 
 

 
 

ここから登ってみようかな 
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『 水路作りに挑戦！ 』 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

   

 

健康な 

心と体 
自立心 協同性 

道徳性・ 

規範意識の

芽生え 

社会生活と

の関わり 

思考力の

芽生え 

自然との 

関わり・ 

生命尊重 

数量・図形、

文字等への

関心・感覚 

言葉による

伝え合い 

豊かな感性

と表現 

保育教諭の願いと園の目標 

つながるかな？ 

・友だちと試行錯誤しながら、作り上げる楽しさや

達成感を感じてほしい。 
 

砂地をシャベルで掘って長い水路を作りました。掘って水路を繋げる

係、水を汲んで流す係等友だちと役割分担をしながら協力して作る姿が見

られました。春から始めた水路作り。 

水路が崩れてしまったり、水の流れが止まってしまったりと試行錯誤しな

がらも作り上げました。ゆり、あじさい組の子どもたちも憧れの眼差しで

ひまわり組さんの姿を見つめていました。 
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『 泥んこあそび 』 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

   

 

 

  

 

 

 

健康な 

心と体 
自立心 協同性 

道徳性・ 

規範意識の

芽生え 

社会生活と

の関わり 

思考力の

芽生え 

自然との 

関わり・ 

生命尊重 

数量・図形、

文字等への

関心・感覚 

言葉による

伝え合い 

豊かな感性

と表現 

保育教諭の願いと園の目標 

泥んこきもちいい！ 

・五感を使って泥の感触を思いきり楽しんでほしい。 

 立体砂場にできた大きな泥の池。子どもたちは「泥のお風呂だ！」

「泥のパック気持ちいい！」と全身泥だらけになりながら感触を楽

しんでいました。 

泥のついたところが乾き、色が変わると手で擦ってみたり、また

泥に付けてみたりと泥の変化に気づき、楽しむ姿もありました。心

ゆくまで遊ぶ姿大切にしていきたいです。 
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【引用・参考資料】 

・子どもを取り巻く環境の変化を踏まえた今後の幼児教育の方向性 文部科学省より抜粋 

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/toushin/attach/1420140.htm 

 

・幼児期運動指針ガイドブック運動指針策定の意義 文部科学省より一部抜粋 

https://www.mext.go.jp/a_menu/sports/undousisin/1319772.htm 

 

・幼保連携型認定こども園教育・保育要領 内閣府、文部科学省、厚生労働省 

https://www8.cao.go.jp/shoushi/kodomoen/pdf/youryou_kaisetsu.pdf 

 

 

 

 

 

 

 

 


